でた つ て も 出て 来ませんでした。 

それから とうとう 夕方に なりました。 ギン はもう あ 

きらめて 家へ かえろうと もしました。 

するとち ようど そこへ、 夕日 をう けた 水の 下から 女 

の 人が やっと 出て 来ました。 見る と 昨日よりも、 もつ 

ともつ とうつ くしい 人に なって いました。 ギン は、 う 

れ しさの あまりに 口が きけ なくて、 だまって パン粉の 

こねた の を さし 出しました。 すると 女 はやつ ぱリ顔 を 

ふ つ て、 

「しめった パン を もった 人よ、 

あ J こ ノ 

私 は あなたの ところへ はいきた く はあり ませ 



とうつ くしい 人に なって いました。 ギン はいきな り ざ 

ぶりと 水の 中へ 飛び下りて むかいに いきました。 

きょう 

女 は 今日は ギンが さし 出した パ ンを、 ほほえみ なが 

あが 

らうけ とって、 ギンと 一 しょに 岸へ 上りました。 ギン 

は そのと きに、 女の 右の 靴の ひものむ すび かたが、 左 

のとち がって いるの を ちらと 目に とめました。 ギン は 

ようやく 口 をき いて、 

「私 は あなたが 大好きです。 どうか 私の 家の人に 

なって 下さい ご とたの みました。 しかし 女の人 はよ 

ういに 聞き入れて くれませんでした。 ギン は 言葉 を つ 

くして、 いくど も/^ たのみました。 すると 湖水の 女 
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